冠動脈疾患患者において、ゾタロリムス溶出ステント留置後3カ月での2剤併用抗血小板療法は中止できる by Wada, Tadashi
氏 名 和 田 匡 史
授 与 し た 学 位 博 士
専攻分野の名称 医 学
学 位 授 与 番 号 博甲第 4833号
学位授与の 日付 平成 25年 9月 30日
学位授与の要件 医歯薬学総合研究科生体制御科学専攻 
(学位規則第 4粂第 1項該当)
学 位 論 文~題 目 
ti
f 
lA tT yCnBeD
io
i ttena
tT eM sa rl no
gS tinP sw
a
l ttmpana
herap
ten
tef
inltu
h
E
il ltpaee
ton
-
tn
hre
lmusZ ltoaro
Dua
a
i dnue
i tscon

h
 
yA yD e 
(冠動脈疾患患者において､ゾタロリムス溶出ステント
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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
D纏皮的冠動脈形成術後の 2剤併用抗血小板療法 ( )TFA 継続は出血リスクを増やす｡我々
PA)SEZは､ゾタロリムス溶出ステント( 留置 3か月後に D T中止し､アスピリン単独に変
更することの安全性について検討した｡
ZS 1冠動脈疾患に対して 留置を施行した連続 
A
86
7
3
T
E
Pを除外し 1 症例を D カ月群 6症例と従来一般的な D82
04
121TPA
症例を後向きに検討を行った｡ 症例
カ月群 6症例に分類
Zした｡冠動脈造影とクリニカルフォローアップを 
た｡評価項目は､出血イベント(大出血及び小出血)､ステント血栓症､主要有害心イベント 
(
S3 % %, 3イベントは カ月群で有意に低い結果であった( 留置 か月v .ll5.8
E
15.
C
PA)
叩A 
とした｡結果､ステント血栓症及び MA
後において､安全に I Tを中止できることが示唆された｡
S留置後 8カ月後と 12ケ月後に行っ
C)死亡､心筋梗塞､脳血管障害､標的病変再血行再建率及び標的血管再血行再建率)(
E

E発症率は 2群間で有意差を認めなかった｡出血
E)500.<p ｡Z 
論 文 審 査 結 果 の 安 旨
Z
E
経皮的冠動脈形成術後に用いられているゾタロリムス溶出ステント(
ントに比べ､再狭窄の頻度を減少させた｡一方で DS留置に伴う長期間の 2剤併用抗血症 
-
)SE は従来のスデ
∴-I _ 
182例は 1 症例 例とI か月後 6
~ ∴ - ∴ ∴ 二 一 _ -
た価値ある論文である｡
.
なおこの重
_
要な知見により､多施設研究が計画されている｡
73TPAD( か月後 6 21PTA) 症例)と少ないが､ステント血 
